
中秋（ちゅうしゅう）の名月（めいげつ）と土星（どせい） 

いつまでも暑
あつ

く、今年
こ と し

の９月
く が つ

の残暑
ざんしょ

は本当
ほんとう

に異常
いじょう

（気象
きしょう

）です。 

でも、季節
き せ つ

が移
うつ

り変
か

わり、１７日は、「中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」、１８日は満月
まんげつ

（コーンムーン/

ハーベストムーン）がみられます。今回
こんかい

は、名月
めいげつ

に「土星
ど せ い

」が大接近
だいせっきん

してみえるようです。 

夜空
よ ぞ ら

の土星
ど せ い

は、光
ひか

っている点
てん

にしかみえませんが、天体
てんたい

望遠鏡
ぼうえんきょう

でみると、きれいで神秘的
しんぴてき

な「環
わ

」がみえます。 

でも、来年
らいねん

の３月
さんがつ

には、環
わ

がほとんど見
み

えなくな

る現象
げんしょう

（土星
ど せ い

の環
わ

が消
き

える？）が予想
よ そ う

されています。

前回
ぜんかい

は２００９年に環
わ

が見
み

えなくなりました。 

土星
ど せ い

の環
わ

は、氷
こおり

の粒
つぶ

でできているといわれていま

す。その幅
はば

は地球
ちきゅう

が５つならぶくらい広
ひろ

いのに、そ

の厚
あつ

さは数
すう

十ｍほどしかなく、あまりにも環
わ

が薄
うす

い

ので、真横
ま よ こ

から見
み

ると「消
き

えた」ようになってしま

うのです。 

今
いま

の土星
ど せ い

は、太陽
たいよう

の方向
ほうこう

とは、正反対
せいはんたい

の位置
い ち

にあ

るので、観測
かんそく

に適
てき

しているようです。天体
てんたい

望遠鏡
ぼうえんきょう

があれば、すごく細
ほそ

くなっている土星
ど せ い

の

環
わ

を観測
かんそく

するができます。 

 

来週
らいしゅう

の「中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」は、昔
むかし

の暦
こよみ

で、「８月 15 日の夜
よる

に見
み

える月
つき

」のことで、サツ

マイモなどをちょうど収穫
しゅうかく

する頃
ころ

にちなんで、「芋
いも

名月
めいげつ

」とも呼
よ

ばれています。名月
めいげつ

を見上
み あ

げながら、農作物
のうさくぶつ

の収穫
しゅうかく

に感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを表
あらわ

す習慣
しゅうかん

（作物
さくもつ

の豊作
ほうさく

を祝
いわ

う）で、平安
へいあん

時代
じ だ い

に中国
ちゅうごく

から伝わ
つ た わ

った風習
ふうしゅう

ともいわれています。 

３連休
れんきゅう

あけの火曜日
か よ う び

、晴
は

れたら「中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」、翌水曜日
よくすいようび

は、「満月
まんげつ

」が、きれいにみ

えることでしょう。夜中
よ な か

には、土星
ど せ い

のほかに

木星
もくせい

、火星
か せ い

もオリオン座
ざ

の近
ちか

くにみえます。 

夕方
ゆうがた

西
にし

の空
そら

には、金星
きんせい

（一番
いちばん

星
ぼし

）がとって

も明
あか

るく輝いています。（宵
よい

の明 星
みょうじょう

） 

 

１年間
ねんかん

の農作物
のうさくぶつ

の収穫
しゅうかく

に感謝
かんしゃ

しつつ、秋
あき

の星空
ほしぞら

を眺
なが

め、宇宙
うちゅう

のロマンを感
かん

じることが

できたら素敵
す て き

ですね。 

令和６年９月 13日 
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「くらいまあ」山之上の「登山家（とざんか）」 


